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聖書箇所　マルコによる福音書 1:9〜11／ローマの信徒への手紙 8:12〜17
テーマ「愛する子として歩む道」

はじめに
マルコによる福音書1章の洗礼の場面は、主イエスの公生涯の出発点です。ローマの信徒への手紙8章は、そのイエスに結ばれた私たちが、神を「アッバ、父よ」と呼ぶ者へ変えられることを語ります。これら二つの箇所を並べると、「神に愛される子である」という言葉の意味が鮮明になります。それは、聖霊に導かれ、苦しみのただ中で、キリストの相続人として希望を生きる道です。

1 ヨルダン川で始まる福音――主イエスの洗礼
マルコ福音書は、荒れ野で叫ぶ洗礼者ヨハネの姿から始まります。舞台はヨルダン川です。かつてイスラエルが約束の地へ入った境界であり、出エジプトの記憶を呼び起こす場所です。そのような場所で、人々は罪を告白し、悔い改めの洗礼を受けていました。その列にガリラヤから来た主イエスも加わります。主イエスは高みから民を裁くのではなく、悔い改めを必要とする人々の列に「降りて」来られました。
これは主イエス自身が罪人であるという意味ではありません。罪人のただ中に身を置くことは、主イエスがどのようなメシアであるかを示すものでした。マルコが描く主イエスの道は、最初から「共に沈む」道です。後に十字架で罪人の一人に数えられる方は、公生涯の始まりにおいても、罪人たちの水の中に立っておられます。
「水の中から上がるとすぐ、天が裂けて」と記されます。この「裂ける」という表現は、マルコ15章でイエスの死と共に神殿の垂れ幕が裂ける場面と響き合います。神と人間の間を隔てていたものが、この時取り除かれました。福音とは、人間が天へよじ登る努力ではなく、神の側から隔てを破ってくださる出来事です。聖霊が鳩のように降り、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が響きます。この言葉は、詩編2編の「王的メシア」とイザヤ42章の「主の僕」と通じています。王でありながら仕える者――これがマルコ福音書におけるイエス像です。
分かち合いの問い： 信仰の出発点を「自分が神へ登ること」ではなく、「神がこちらへ降りて来られること」として捉え直すなら、私たちの姿勢はどう変わるでしょうか。

2 「愛する子」の真実――養子キリスト論を超えて
この洗礼の場面をめぐり、古くから解釈上の議論がありました。「あなたはわたしの愛する子」との声を、イエスがこの時点で神の子へ採用されたと読む「養子キリスト論」がその代表です。しかし後の教会はこの考えを、正統な信仰告白ではないとして退けました。
マルコ福音書には、マタイやルカにあるような降誕物語がありません。そのため、マルコは「イエスが洗礼の時に初めて神の子になった」と考えているという説明がなされることがあります。しかし、ここには注意が必要です。マルコは「神の子イエス・キリストの福音の初め」と書き出し、悪霊や百人隊長の告白を通して、一貫してイエスの神性を証しします。
マルコ福音書は、イエスが「どのような神の子であるか」を示そうとしています。神の子であることは、権力や成功への道とは無縁です。それは「仕える僕」として歩む道に他なりません。神に愛されているからといって、苦しみが免除される保障はどこにもありません。むしろ、愛する子であるがゆえに、神の御心に従い、傷つく人々のそばに立ち、十字架へ向かうのです。「神に愛されている」とは、特権的に守られることではなく、神の愛に支えられ、困難の中でも逃げずに歩み続けることを意味します。
分かち合いの問い： 私たちの内側に、「神に愛されているなら、苦難を免れるはずだ」という報酬主義的な期待が残っていないか、問い直してみましょう。

3 ローマ8章――奴隷の霊ではなく、子とする霊
ローマの信徒への手紙8章12〜17節で、パウロは「肉に従って生きる義務はない」と述べます。ここで言う「肉」とは身体的な欲望にとどまりません。神から離れ、自己中心的であり、恐れに支配されている人間の全体的なあり方を指します。パウロは道徳的な根性論を説いているのではありません。彼は「あなたがたは、再び恐れに陥れる奴隷の霊を受けたのではなく、神の子とする霊を受けた」と宣言します。信仰生活の基盤は、恐れによってではなく、すでに神の子とされていると知る喜びにあります。
「神の子とする霊」という部分のニュアンスには、法的な「養子縁組」が含まれています。信仰者は、いわば神の家に迎え入れられて相続人とされました。しかしパウロはここで、家族制度の比喩を超えた、旧約聖書の記憶を呼び起こそうとしています。出エジプトを経て奴隷状態から解放された民の記憶です。恐れに縛られた奴隷ではなく、父の名を呼ぶ子として生きること。これこそが、霊に導かれる生活の真実です。
「アッバ、父よ」という呼びかけは、キリスト教信仰の根幹にあるものです。この呼びかけは、私たちと神の関係が、畏敬だけでなく親密さにあることを示しています。子を慈しんでやまない親と、その親の愛に全幅の信頼を置いている様子です。これは人間が懸命に絞り出して得られる宗教的感情ではありません。「この霊こそは、わたしたちが神の子供であることを、わたしたちの霊と一緒になって証ししてくださいます」。私たちの信仰の確かさは、気分の安定や信仰熱心さにあるのではなく、神の霊が内側で証ししてくださることに支えられています。
分かち合いの問い： 私たちの信仰生活は、「恐れ」から発せられているでしょうか。それとも「子としての信頼」から発せられているでしょうか。

4 愛する子として歩む道――イエスの道と私たちの道
マルコ1章とローマ8章を重ねて読むとき、一つの道筋が見えてきます。主イエスは「愛する子」として霊かれ、公生涯を始めました。私たちもまた、その主イエスに結ばれて、聖霊に助けられて神を「父」と呼ぶ者に変えられます。私たちが神の子とされるのは、私たちの信仰心以前に、イエスという「愛する子」の道に参与させられるからです。
ローマ8章が「神の相続人、しかもキリストと共同の相続人」と語った直後に、「キリストと共に苦しむなら」と続く点は注目に値します。しばしばキリスト教の福音は、「安心」や「自己肯定」、「苦難からの逃れ」として理解されることがあります。しかし、聖書が語る慰めは、苦しみのない場所への逃避ではありません。苦しみのただ中で、自分は見捨てられていないと知らされることです。神の子とされるとは、苦しみを免れる特権ではなく、どのような苦しみの中でも「アバ、父よ」と呼ぶことができる、ということです。
神の愛する子として歩む道は、恐れを知り、失敗を重ねながらも、なお聖霊に支えられて立ち上がろうとする人々の道です。主イエスが罪人の列から歩みを始められたように、私たちの道もまた、必ずしも整った場所ではなく、デコボコして不安定で、だからこそ助けを必要とする場所から始まります。
分かち合いの問い： 「愛する子として歩む」という言葉を聞いて、慰めを感じるでしょうか。あるいはどこか抵抗を感じるでしょうか。それぞれ理由はどこにあるでしょうか。
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